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武川龍太郎さん
（大宇陀下出口）

　
平
成
16
年
4
月
か
ら
12
年
間
、
下
出
口
自
治
会
長

と
し
て
地
域
自
治
の
振
興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
平
成
21
年
か
ら
は
大
宇
陀
連
合
自
治
会

役
員
ま
た
平
成
26
年
に
は
宇
陀
市
連
合
自
治
会
長
と

し
て
、
そ
の
組
織
の
運
営
と
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
市
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
関
係
機
関
と

の
調
整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
安
全
対

策
や
松
山
西
連
合
自
治
会
自
主
防
災
会
の
構
築
に
も

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
松
山
地
区
街
な
み
環
境
整
備
協
議
会
会

長
と
し
て
松
山
地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

山本良治さん
（室生）

　
平
成
16
年
２
月
に
室
生
村
議
会
議
員
選
挙
に
当
選
、

以
来
９
年
に
わ
た
り
、
持
ち
前
の
行
動
力
と
優
れ
た

統
率
力
を
発
揮
し
、
議
会
運
営
は
も
と
よ
り
、
地
域

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
室
生
村
議
会
で
は
、
環
境
対
策
特
別
委

員
会
委
員
長
、
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長

な
ど
を
歴
任
し
、
宇
陀
市
議
会
に
お
い
て
も
副
議
長

を
は
じ
め
総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
長
や
福
祉
厚

生
常
任
委
員
会
委
員
長
な
ど
を
務
め
る
な
ど
、
卓
越

し
た
手
腕
を
発
揮
さ
れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
現
在
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長
と
し
て
室
生

地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

仲浦美好さん
（室生砥取）

　
平
成
７
年
か
ら
21
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
食
生
活

改
善
推
進
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
平
成
12
年
か
ら
室
生
村
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
会
長
、
ま
た
平
成
18
年
か
ら
宇
陀
市
食
生
活

改
善
推
進
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、
現
在
も
務
め
て
お

ら
れ
ま
す
。

　
市
民
が
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
の
全
世
代
に
「
元
気
発
信
」
を
し
て
い

く
事
を
第
一
に
考
え
、
食
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
健
康

づ
く
り
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
栄
養
功
労
者
の
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

川本國昭さん
（榛原天満台
東 3丁目）

　
平
成
17
年
４
月
よ
り
平
成
28
年
３
月
ま
で
の
間
、
延

べ
８
年
間
に
わ
た
り
天
満
台
東
３
丁
目
自
治
会
長
と
し

て
地
域
自
治
の
振
興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　
地
域
活
動
の
担
い
手
が
減
少
す
る
中
、
宇
陀
市
連
合

自
治
会
副
会
長
、
東
榛
原
地
区
の
連
合
自
治
会
長
と
し

て
、
地
域
を
取
り
ま
と
め
自
治
会
の
組
織
の
運
営
と
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
と
の
パ
イ
プ
役
と

し
て
、関
係
機
関
と
の
調
整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
親
睦
や
地
域
の
安
全
対
策
を
は
じ
め
環
境

の
整
備
、
福
祉
の
向
上
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
東
榛
原
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副

会
長
と
し
て
東
榛
原
地
区
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

市
政
発
展
の
た
め
の
尽
力
と
尊
い
心
に

感
謝
を
込
め
て

市
選
奨
者
・
功
労
者

　
　表
彰
式
を
挙
行

　
11
月
23
日
、市
役
所
で「
平
成
28
年
度
宇
陀
市
選
奨
式
」を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
市
や
行
政
の
推
進
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
特
に
顕

著
な
方
を
表
彰
し
称
え
る
も
の
で
、
今
回
は
選
奨
者
と
し
て
8
名
、
功
労
者

と
し
て
6
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
た
に
設
け
た
功
労
者
表
彰
は
、
行
政
の
振
興
お
よ
び
公
益

増
進
に
つ
い
て
功
績
が
顕
著
な
方
を
称
え
る
も
の
で
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な

機
会
を
通
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
の
歩
み
や
市

の
将
来
を
考
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
よ
り
積
極
的
な
支

援
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

選奨受章者のみなさん
❶❶

❶❷

【選奨受章者】
　❶市の自治振興または公益の増進に
　　貢献された方
　❷社会福祉の増進に貢献された方
　❸教育の振興に貢献された方
　❹体育の振興に貢献された方
　❺公共の安全に貢献された方
【功労表彰受章者】
　①自治功労に貢献された方
　②福祉功労に貢献された方
　③教育功労に貢献された方
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田中章生さん
（榛原檜牧）

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
７
年
間
、

檜
牧
甲
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振

興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
内
牧
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

副
会
長
と
し
て
地
域
の
振
興
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

池田周二さん
（榛原萩原）

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

菟
田
川
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振

興
と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
宇
陀
市
観
光
協
会
榛
原

支
部
や
宇
陀
市
は
い
ば
ら
花
火
大
会
実
行
委

員
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
地
域

の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。 的場 功さん

（榛原安田）

　
平
成
19
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

安
田
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振
興

と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
会
長
在
任
中
は
、
関
係
機
関
と
の
調

整
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
を
取
り

ま
と
め
自
治
会
の
組
織
運
営
と
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

岩本　葊さん
（室生黒岩）

　
平
成
17
年
４
月
か
ら
連
続
し
て
６
年
間
、

黒
岩
自
治
会
長
と
し
て
、
地
域
自
治
の
振
興

と
地
域
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交

流
施
設
「
ふ
る
さ
と
元
気
村
」
委
員
長
と
し

て
、
多
様
な
交
流
の
機
会
を
通
じ
、
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

上野慱美 さん
（大宇陀西山）

　
長
年
の
教
員
生
活
の
後
、
平
成
25
年
８
月

か
ら
宇
陀
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
会
長
と

し
て
児
童
福
祉
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
奈
良
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長

と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
普
及
に
寄
与
さ

れ
幅
広
い
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

松本住子さん
（榛原福地）

　
長
年
に
わ
た
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
生
活
習
慣
病
予
防
と
健
康
増
進
に
貢
献

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
も
、
宇
陀
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
副
会
長
と
し
て
、
会
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

協
議
会
の
発
展
及
び
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。

水口信正さん
（菟田野佐倉）

　
長
年
の
教
員
生
活
の
後
、
社
会
教
育
委
員
と
し

て
、
平
成
14
年
４
月
か
ら
12
年
間
、
豊
富
な
識
見

を
活
か
し
、社
会
教
育
に
関
す
る
諸
計
画
の
立
案・

指
導
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
宇
陀
市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と

し
て
長
き
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
の
充
実
と
生
涯

学
習
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
の
実
情
に
も
詳
し
く
市
民
と
の
繋

が
り
も
強
く
、
特
に
人
権
問
題
と
青
少
年
健
全
育

成
に
情
熱
を
注
ぎ
、
指
導
者
と
し
て
地
域
住
民
か

ら
の
信
頼
も
厚
く
誰
か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
お
ら
れ

ま
す
。

喜多俊幸さん
（室生大野）

　
長
年
の
教
員
生
活
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
事
務

局
に
従
事
さ
れ
た
後
、
平
成
19
年
３
月
か
ら
宇
陀

市
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
平
成
21
年

３
月
か
ら
は
教
育
長
と
し
て
、
豊
富
な
識
見
を
活

か
し
、
市
の
教
育
行
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
平
成
25
年
３
月
に
教
育
長
を
退
任
後

も
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
教
育
水
準
の
維
持

向
上
や
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
奈
良
い
の
ち
の
電
話
協
会
子
育
て
支

援
委
員
と
し
て
、
市
内
は
も
と
よ
り
県
内
各
地
に

お
い
て
広
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
講
演
を
行

い
、
精
力
的
に
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

森本喜代志さん
（室生大野）

　
昭
和
54
年
に
消
防
団
に
入
団
以
来
32
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
地
域
住
民
の
生
命
財
産
を
守
る

た
め
、
消
防
業
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
８
年
間
、
室
生
村
消
防
団
団

長
と
し
て
、
ま
た
平
成
20
年
１
月
か
ら
、
初
代

宇
陀
市
消
防
団
団
長
と
し
て
、
持
ち
前
の
行
動

力
と
優
れ
た
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
、
消
防
団
員

の
士
気
の
高
揚
及
び
資
質
の
向
上
を
図
り
、
団

の
運
営
を
円
滑
に
す
る
た
め
献
身
的
に
そ
の
責

務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
19
年
に
長
年
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章
を
受
章
さ

れ
て
い
ま
す
。

大畑清重さん
（大宇陀関戸）

　
昭
和
50
年
宇
陀
郡
軟
式
野
球
連
盟
結
成
時
に
理

事
長
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
理
事
、
近
畿
軟
式
野
球
連
盟
理
事
長
な
ど
軟
式

野
球
発
展
の
為
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
、
奈
良
県
軟
式
野
球
連
盟
宇
陀
支
部
名

誉
顧
問
と
し
て
、
軟
式
野
球
の
普
及
と
後
進
の
指

導
に
貢
献
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
健
全
な

普
及
、
振
興
に
顕
著
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
功
績

に
対
し
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
て
い
ま
す
。

功労表彰受章者のみなさん

❸❸

❹❺

①

①

①①

②④
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市
民
の
福
祉
向
上
と
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し

民
生
委
員
と
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
厚
生
保
護
課
（
☎
82
・
２
２
２
１
／
IP
☎
88
・
９
０
７
９
）

【
大
宇
陀
地
域
】

峯
野 

義
弘
（
岩
室
）

北
峯 

茂
樹
（
下
宮
奥
）

向
田 

敬
子
（
守
道
）

泉
尾 

賀
津
子
（
小
附
）

泉
尾 

幸
子
（
小
附
）

泉
岡 

幸
弘
（
小
附
）

岸
本 

進
（
小
附
）

熊
谷 

道
雄
（
大
熊
）

細
川 

キ
ヨ
子
（
田
原
）

【
菟
田
野
地
域
】

古
宮 

悠
良
（
松
井
）

梅
澤 

巖
（
稲
戸
）

浦
岡 

良
子
（
平
井
）

福
岡 

克
已
（
下
芳
野
）

扇
殿 

𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷𠮷𠮷



木
下 

明
美
（
見
田
）

楠
田 

清
（
大
澤
）

佐
井 

弘
二
（
宇
賀
志
）

向
井 

明
美
（
平
井
）

横
谷 

俊
彦
（
松
井
）

【
榛
原
地
域
】

西
村 

道
代
（
下
井
足
）

小
松 

儀
平
（
赤
埴
）

辻
本 

和
美（
天
満
台
西
１
）

打
越 

正
（
山
辺
三
）

竹
内 
紀
代
子
（
上
井
足
）

中
山 
富
美
子（
天
満
台
東
４
）

林 

義
孝
（
天
満
台
東
１
）

深
田 

浩浩
浩（
天
満
台
西
３
）

福
住 

千
壽
子
（
母
里
）

堀
尾 

正
次（
天
満
台
西
４
）

山
﨑 

時
生
（
萩
原
）

西
峯 

清
茂
（
福
地
）

石
本 

淳
應
（
萩
原
）

貝
田 

勝
美
（
檜
牧
）

夛
田 

惠
子
（
下
井
足
）

巽 

晴
雄
（
萩
原
）

巽 

正
典
（
上
井
足
）

田
中 

富
美
子
（
戒
場
）

中
谷 

逞
宏
（
萩
原
）

萩
野 

眞
貴
子
（
萩
原
）

堀
越 

俊
宏
（
篠
楽
）

松
本 

堅
一
（
萩
原
）

【
室
生
地
域
】

北
森 

玲
子
（
三
本
松
）

奥
井 

照
子
（
大
野
）

的
場 

靖
彦
（
向
渕
）

的
場 

尤
子
（
黒
岩
）

井
戸
上 

敏
子
（
向
渕
）

白
井 

喜
志
子
（
下
笠
間
）

馬
出 

清
子
（
西
谷
）

窪
田 

ひ
ろ
子
（
大
野
）

仲
西 

宏
子
（
西
谷
）

平
野 

悦
子
（
田
口
元
角
川
）

廣
澤 

正
子
（
下
田
口
）

山
口 

友
美
子
（
室
生
）

久
保 

憲
一
（
小
原
）

西
山 

三
代
（
上
笠
間
）

福
田 

悦
子
（
小
原
）

洞
出 

壽
滿
子
（
三
本
松
）

山
森 

春
代
（
多
田
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
日
々
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
任
期
満
了
に
伴
い
、
12
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働
大
臣

か
ら
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
と
し
て
96
名
の
方
々

が
委
嘱
を
受
け
、
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
、
各
地
域
で

ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
常
生
活
の
中
で
困
っ
た
こ
と
や
心
配
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
、
こ
の
方
々
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
民
生
委
員
制
度
は
、
平
成
29

年
に
創
設
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
歴
史
あ
る
制
度
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
常
に
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
方
々

で
あ
り
、「
児
童
委
員
」
を
か

ね
て
い
ま
す
。

　
児
童
委
員
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち

を
見
守
り
、
子
育
て
の
不
安
や

妊
娠
中
の
心
配
ご
と
な
ど
の
相

談
・
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
一
部
の
児
童
委
員
は
児

童
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に

担
当
す
る
「
主
任
児
童
委
員
」

の
指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
任
期
は
３
年
で
、「
民
生
委

員
法
」、「
児
童
福
祉
法
」
に

基
づ
き
様
々
な
活
動
を
行
い
ま

す
。

　
給
与
・
報
酬
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
活
動
に
要
す
る
交
通

費
や
通
信
費
な
ど
に
充
て
る
も

の
と
し
て
活
動
費
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　
各
地
域
で
の
日
常
的
な
活
動

の
ほ
か
、
各
地
区
民
生
児
童
委

員
協
議
会
の
定
例
会
な
ど
へ
の

出
席
、
ま
た
様
々
な
行
事
へ
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　
一
言
で
言
う
と
「
援
助
を
必
要

と
す
る
人
が
、
そ
の
能
力
に
応

じ
て
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

な
ど
、
必
要
な
支
援
や
援
助
を
す

る
」
こ
と
で
す
。

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

み
な
さ
ん
の
立
場
で
親
身
に
な
っ

て
相
談
に
応
じ
た
り
、
心
配
ご
と

を
解
決
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、

必
要
に
応
じ
て
役
所
な
ど
関
係
機

関
と
の
調
整
役
に
努
め
ま
す
。

　
活
動
に
は
守
秘
義
務
が
課
さ
れ

て
お
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　11
月
30
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
58
名
の
み
な
さ

ん
の
長
年
の
ご
活
動
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
し
ま
す
。�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



新
年
の
あ
い
さ
つ

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
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板
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担当地域 氏名 住所 電話番号

 大宇陀地域
万六、出新、拾生、拾
生内の一部 辻�由加里 万六 83-0834

上新、中新、拾生内の
一部、拾生（川原町） 畠中�千津子 上新 83-0161

上、上中、上本、春日、
岩室（五十軒） 澤井�美和子 上本 83-0360

上茶、下茶、下本、下中、
下出口、小出口 武川�怜子 下出口 83-0323

迫間、西山（内垣内・
下垣内）、黒木、岩室（内
垣内）

鳥場　收 岩室 090-3921-0463

本郷、中庄 寳田�美佐子 中庄 83-3169
西山（川向） 瀧川�久治 西山 83-2600
宮奥上、宮奥中、下宮奥、
関戸、大東 水野�恒夫 大東 83-3225

岩室（北谷）、下竹 西本�恵一 岩室 83-1700
小附（二区）2分の 1 西本�隆次 小附 83-3655
小附（二区）2分の 1 竹田�ケイ子 小附 83-1022
小附（三区）2分の 1、
芝生の一部 峯野�富和 芝生 83-2898

小附（三区）2分の 1、
小附（一区）梅の木 佐々岡�儀一 小附 83-1272

改良住宅団地・分譲住宅 中尾　讓 内原 090-5096-3508
改良住宅団地・小附（一
区）、中河原 岸本�克也 小附 090-1671-0875

小附（一区）、嬉河原、芝
生、半阪、馬取柿、麻生田、
内原、口今井

松井�政子 口今井 83-2277

野依、平尾、五津 井藤�澄子 平尾 83-0696
岩清水、調子、塚脇、
藤井、才ケ辻 網田�忠治 才ヶ辻 83-1587

守道 巽　周二 守道 83-1778
山口、白鳥居、上品、
下品、和田、小和田 堀田�棟光 下品 83-2535

牧、栗野 紙谷�尚永 栗野 83-2481
田原、上片岡 増谷　実 上片岡 83-3410
下片岡、東平尾、大熊 井手�忠道 下片岡 83-2796
大宇陀地域主任児童委員 柳本�巻子 岩清水 83-1774
大宇陀地域主任児童委員 中出　成 西山 83-0608

 菟田野地域
古市場 萬谷�英二 古市場 84-2107
古市場 三﨑�英子 古市場 84-3232
岩﨑 徳田�近郎 岩﨑 84-3323
岩﨑 冨士本�友市 岩﨑 84-3795
別所、見田 髙野�精介 見田 84-2063
平井 井上�一男 平井 84-2078
大澤、大神 元屋�好生 大神 84-2780
松井 上野�綾子 松井 84-3213
松井 岡本�美智子 松井 84-3292
稲戸、駒帰 長野�和子 駒帰 84-2316
佐倉 小笹�富士子 佐倉 84-2295
宇賀志 𠮷𠮷田 貞子 宇賀志 84-3957
東郷、入谷 森畑�眞司 東郷 84-3357
下芳野 下田�和郎 下芳野 84-2746
上芳野、岩端 峯山�多喜次 岩端 84-2685
菟田野地域主任児童委員 菊山�裕子 古市場 84-2456
菟田野地域主任児童委員 森本�和加子 稲戸 84-3852

 榛原地域
山辺三 藤田�静秀 山辺三 82-3548
戒場、額井、赤瀬 藤本�ヒロミ 赤瀬 82-3654
長峯、五月ヶ丘 吉川�健一 長峯 82-3553
福地 村井�道弘 福地 82-0893
天満台西 1丁目、2丁目 岡本�征二 天満台西 2 82-4521
天満台西 3丁目 山本�信孝 天満台西 3 82-3367
天満台西 4丁目 山岡�勝良 天満台西 4 82-4676
天満台東 1丁目、2丁目 山崎�惠美子 天満台東 1 82-3961
天満台東 3丁目、4丁目 多賀�初子 天満台東 3 82-5543
ひのき坂 1丁目、2丁目 福井�シズ子 ひのき坂 2 82-6894
ひのき坂 3丁目 岡村�道誠 ひのき坂 3 82-7303
小鹿野、小鹿台、玉立 堀田�米造 萩原 82-0874
角柄、柳、西峠、鳥見
町、榛原プリンスハイ
ツ、とりみ坂

樋口�保行 柳 82-0756

あかね台 1丁目、2丁目 藤田�邦雄 あかね台 2 82-4843
榛見が丘 1丁目、2丁目 奥中�孝次 榛見が丘 1 85-1017
墨坂、新吉田、福田、上町 中村�久夫 萩原 82-0181
稲荷、東町、新町、桜
ケ丘、口田辺 瀧岡　功 萩原 82-0592

宮本 中西�寛一 萩原 82-6839
駅前、新駅前、高萩台、
グリーンスクエア榛原 上田�太一郎 高萩台 82-3030

菟田川、富士見ケ丘 森岡�靖典 萩原 82-1923
篠楽、白樺台、雨師 河辻�弘宣 篠楽 82-5709
安田、笠間 的場　功 安田 82-1144
下井足（北）、萩の原 栗野　肇 下井足 82-1060
下井足（南）、萩乃里 夛田�良一 下井足 82-1804
足立、上井足 山岡�通浩 上井足 82-3085
池上、福西、高塚、栗谷 西岡�博文 栗谷 82-1950
石田、比布、母里 藤原　恵 石田 82-1973
山路、大貝、澤、三宮寺 太田�幸千代 澤 82-6496
内牧 木戸�英司 内牧 82-1873
八滝、赤埴甲、赤埴乙、
諸木野 松本　潔 八滝 82-1614

高井、自明 稲森�啓子 高井 82-1101
檜牧甲、檜牧乙 田中�伸和 檜牧 82-0616
榛原地域主任児童委員 三本木�和美 萩原 82-1917
榛原地域主任児童委員 西田�外美江 萩原 82-4553

 室生地域
下笠間 奥中�万夕美 下笠間 92-3758
上笠間 西山�佐智子 上笠間 92-2340
小原、深野 南　嗣郎 深野 92-3643

染田、多田 小　�弘子 染田 0743-
82-1645

無山（西、東） 森井�信子 無山 0743-
82-0485

向渕 福井�紀夫 向渕 92-2790
大野（西垣内、緑川） 奥　�恵美子 大野 92-2665
大野（上出） 葊川�知子 大野 92-2701
大野（下出） 前川�純一 大野 92-2659
大野（中山台） 吉田�和子 大野 92-2671
三本松（古大野、元三、琴引） 倉　�ひさみ 三本松 92-2813
三本松（中村、長瀬） 南　とし江 三本松 92-2912
砥取、滝谷、蕨 前川�映子 砥取 92-2871
西谷、龍口 抜井�美幸 龍口 92-2177
室生 菅間�正則 室生 93-2401
下田口、原山 大林�重孝 下田口 93-2161
胎中、角川 堀本�勝美 下田口 93-2235
黒岩、上田口、弁財天 加藤�千惠子 田口元上田口 93-2458
室生地域主任児童委員 和佐野�常子 三本松 92-2510
室生地域主任児童委員 山本�篤子 滝谷 92-2992

宇陀市の民生委員・児童委員一覧
　　（Ｈ 28.12.1 ～Ｈ 31.11.30）　敬称略
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奈
良
県
×
宇
陀
市
×
ロ
ー
ト
製
薬
（
株
）      

【
施
設
の
名
称
お
よ
び
位
置
】

名
称
：
宇
陀
市
松
山
地
区
ま
ち
な
み

　
　
　
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　「
石
景
庵
」

位
置
：
大
宇
陀
上
１
９
９
４
番
地

概
要
：
木
造
２
階
建
　
町
家
風
建
物

　
1
階
　
休
憩
室
・
厨
房
施
設

　
　
　
　
事
務
室
・
ト
イ
レ
・
中
庭

　
２
階
　
展
示
室

【
指
定
期
間
】
5
月
１
日
（
月
）
～
平

成
32
年
３
月
31
日
（
火
）

【
申
込
資
格
】

①
奈
良
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
法

人
・
そ
の
他
の
団
体
で
あ
る
こ
と
、　
　
　

ま
た
は
、
団
体
の
所
有
す
る
定
款

な
ど
の
代
表
住
所
地
、
代
表
者
の

住
所
地
も
奈
良
県
で
宇
陀
市
に
お

い
て
新
た
に
事
業
を
営
む
具
体
的

な
計
画
を
有
し
て
い
る
団
体
で
あ

る
こ
と

②
団
体
ま
た
は
そ
の
代
表
者
が
次
の

事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

・
法
律
行
為
を
行
う
能
力
を
有
し
な

い
者

・
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

・
本
市
に
お
け
る
一
般
競
争
入
札
等

の
参
加
を
制
限
さ
れ
て
い
る
者

・
国
税
お
よ
び
地
方
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
　
　
　
な
ど

【
指
定
管
理
料
】
当
該
施
設
の
管
理

に
要
す
る
光
熱
水
費
な
ど
の
相
当

額
は
、
指
定
管
理
料
に
含
ま
れ
、

指
定
管
理
者
が
支
払
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
1
月
5
日
（
木
）
～
27

日
（
金
）
の
開
庁
時
間
中
に
問
へ

※
提
出
書
類
、
詳
細
内
容
は
文
化
財

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
。

【
選
定
方
法
】

　
応
募
資
格
や
提
案
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審
査

の
結
果
を
総
合
的
に
審
査
し
、
指
定

管
理
者
の
候
補
者
を
選
定
し
ま
す
。
　

松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　  

指
定
管
理
者
を
募
集

問
文
化
財
課
（
☎
82
・
３
９
７
６
／
IP
☎
88
・
９
３
６
５
）

　
松
山
地
区
ま
ち
な
み
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
石
景
庵
」
は
、
地
域
の

人
々
と
来
訪
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
目
的
で
整
備
さ
れ
た

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
あ
る
休
憩
施
設
で
す
。
こ
の
度
、
今
春
の
期
間

満
了
に
伴
い
、
次
期
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

▲石景庵

大
和
高
原
の
魅
力
あ
る
仕
事
づ
く
り
で
連
携

石
景
庵

　
こ
の
協
定
の
目
的
は
、
魅

力
あ
る
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

を
育
成
、支
援
す
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
移
住
・
定
住
を
促

進
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、来
年
度
に
か
け
て
、

同
３
者
に
よ
る
協
議
会
を
設

置
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
起
業

家
を
全
国
か
ら
公
募
・
採
用
・

育
成
し
、
起
業
に
向
け
た
支

援
を
行
う
予
定
で
す
。

相
互
の
役
割
を
分
担

「
健
康
の
た
め
に
奉
仕
す
る

会
社
」
を
掲
げ
る
ロ
ー
ト
製

薬
は
、
榛
原
が
創
業
者
の
出

身
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

然
環
境
を
は
じ
め
多
く
の
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
た
宇
陀
市

を
ス
テ
ー
ジ
に
、
食
と
健
康

に
関
す
る
研
究
を
は
じ
め
と

す
る
、
様
々
な
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
、
起
業
家

を
育
成
・
支
援
。

　
県
と
市
は
施
設
や
活
用
資

源
の
提
供
、
ま
た
制
度
融
資

の
実
施
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
を
胸
に

　
記
者
会
見
で
、
奈
良
県
知

事
は
「
起
業
を
目
指
す
連

携
協
定
は
初
の
試
み
。
共

に
地
域
が
活
性
化
す
る
夢
を

見
た
い
」。
市
長
は
「
起
業

は
熱
い
情
熱
が
あ
っ
て
で
き

る
も
の
。
前
途
は
険
し
い

が
、
我
々
も
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
多
く
の
参
加
者

を
集
め
た
い
。
宇
陀
市
の

価
値
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
チ
ャ

ン
ス
を
共
に
生
か
し
た
い
」。

ロ
ー
ト
製
薬
の
山
田
邦
雄

会
長
は
「『
健
康
』
を
語
る

う
え
で
『
食
』
は
特
に
重

要
。
生
産
者
、
消
費
者
の
相

互
で
『
い
い
食
材
』
を
目
指

し
、
食
と
農
業
の
先
進
的
な

取
り
組
み
と
し
て
、
将
来
的

に
評
価
さ
れ
る
よ
う
努
め
て

い
く
」と
共
に
述
べ
ま
し
た
。

　
農
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
、
地
域

づ
く
り
の
新
し
い
モ
デ
ル
事

業
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
6
日
、
県
庁
で
奈
良
県
・
宇
陀
市
・
ロ
ー
ト

製
薬
の
3
者
に
よ
る
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
で
は
、
食
や
農
の
分
野
を
中
心
と
す
る

地
域
資
源
を
活
か
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
起
業
家
の
誘
致
、
育
成
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）
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こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
！

 
宇
陀
市
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
！

　
2
年
連
続
の
入
賞
と
な
っ
た
の
は
、

9
月
号
「
特
集
：
宇
陀
を
世
界
に
発

信
中
」。

　
審
査
員
か
ら
は
「
表
紙
の
写
真
は

う
ま
い
。
特
集
の
象
徴
と
し
て
も
良

い
。
特
集
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
、
取
材
の
努
力
に
拍
手
」「
紙
面

全
体
を
通
じ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

記
事
を
載
せ
て
い
る
努
力
を
か
う
」

な
ど
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
広
報
う
だ
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
身
近
な
広
報
紙
、

読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
紙
を
目
指
し
、

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

広 
報
う
だ
9
月
号　

近
畿
市
町
村
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

（
毎
日
新
聞
社
主
催
）
優
良
賞
受
賞
!!

学 

校
給
食
セ
ン
タ
ー　

全
国
学
校
給
食
甲
子
園

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
21
世
紀
構
想
研
究
会 

特
別
賞
受
賞
‼

　
食
育
を
啓
発
し
な
が
ら
地
産
地
消
を
奨
励
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
本
大
会
。

　
市
は
、
3
年
ぶ
り
2
回
目
の
決
勝
進
出
。
地
元
食
材

17
品
目
を
使
用
し
た
6
品
目
で
挑
み
ま
し
た
。

　「
宇
陀
市
の
給
食
は
美
味
し
い
よ
」
と
、
こ
れ
か
ら

も
子
ど
も
た
ち
に
胸
を
張
っ
て
自
慢
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
、
お
昼
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
給
食
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

▲黒豆入り奈良茶飯、牛乳、三輪そうめんを使った大和肉鶏の蓑揚げ、 
大和まなと柿の白あえ、里芋入りかき玉汁、 みかん
▲当日はこの献立を、学校給食の厳しい衛生基準のもと、制限時間１
時間の中で６人分を調理し、片付けまで行います。味だけでなく調理
などの手際や正確さも審査され、各々の評価点数で競われます。 
　詳しくは、ホームページにも掲載します！ご覧ください（^^）

　　問プレミアム八っぴー商品券事業事務局　　
　　　（宇陀商工会館内）（☎ 82・2211）

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
？
　

　
こ
の
制
度
は
、「
ふ
る
さ
と
」
を
応
援
し

た
い
、「
ふ
る
さ
と
」へ
貢
献
し
た
い
と
い
っ

た
納
税
者
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、
納

税
者
が
「
ふ
る
さ
と
」
と
思
わ
れ
る
地
方

公
共
団
体
に
寄
附
を
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

一
定
限
度
ま
で
を
所
得
税
と
合
わ
せ
個
人

住
民
税
か
ら
軽
減
す
る
寄
附
金
税
制
の
こ

と
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
友
達
や
親
せ
き
の
方
な
ど
、
市
外

の
方
々
へ
広
く
「
宇
陀
市
」
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
募
っ
て
い
ま
す

 

宇
陀
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
　
　
　
　を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

問
総
務
課
（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

宇陀市ふるさと応援団

ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　
寄
附
金
な
の
で
税
金
の
控
除
対
象
と
な
り
、
寄

附
金
額
の
ほ
と
ん
ど
が
、
確
定
申
告
を
す
る
こ
と

で
手
元
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

　
控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
２
千
円
以
上
の
寄

附
。
た
だ
し
、
控
除
対
象
額
は
、
所
得
や
家
族
構

成
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
お
礼
と
し

て
、
市
の
特
産
品
な
ど
を
贈
呈
す
る
特
典
を
拡
充

し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

八っぴー商品券には有効期限
� があります！

「プレミアム八っぴー商品券」の使用期間は
　　　　　　　　　　　１月31日（火）まで
必ず期間内にご利用ください。有効期限を過ぎるとご利
用いただけません。

ご注意く
ださい！

宇陀市　給食甲子園
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健
全
な
行
政
運
営
を
目
指
し
て

私
た
ち
の
ま
ち
の
施
設
を
見
直
し
ま
す

　
宇
陀
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
施
設
が
あ
り
ま

す
。
人
口
減
少
や
年
齢
構
成
の
変
化
に
伴
い
、

施
設
の
使
わ
れ
方
も
徐
々
に
変
化
し
て
い
ま

す
。

　
施
設
の
多
く
は
昭
和
50
年
代
か
ら
60
年
代

に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
当
時
の
社
会

情
勢
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
と
っ
て
は
目
新
し

か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
今
の
暮
ら
し
に
は
合
わ

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
10
年
先
、
20

年
先
を
考
え
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
使
い
続
け
る

こ
と
は
難
し
く
、
多
様
な
使
い
方
が
で
き
る
よ

う
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
の
施
設
に
つ
い
て
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
建
て
ら
れ
、
今
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

採
算
性
が
厳
し
い
施
設
運
営

　
例
え
ば
、
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
は
、
流

行
や
種
目
の
変
化
に
よ
っ
て
使
用
す
る
場
所

や
人
数
が
異
な
る
た
め
、
そ
の
都
度
使
い
や
す

く
な
る
よ
う
に
設
備
投
資
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
施
設
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
含
め
、
改
修

等
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
限
ら
れ
た
財
源
で
多
く
の
施
設
の

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
な
状

況
に
な
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
て
い
ま
す
。

課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
施
設
管
理
を
根

本
的
に
見
直
す
た
め
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
詳
し
い

内
容
は
、
2
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
示

し
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
予

定
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
室
（
総
務
課
内
）

　
　
　（
☎
82
・
１
３
０
２
／
IP
☎
88
・
９
０
６
８
）

新
た
な
宇
陀
市
の
都
市
計
画
を

　
市
で
は
、
都
市
づ
く
り
の
長
期
的
・
総
合
的

な
指
針
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
「
宇
陀
市
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
昨
年
６
月
に
は
、
各
地
域
に
み
な
さ
ん
を
対

象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
地
域
の
問

題
点
や
課
題
、
ま
た
、
地
域
の
誇
り
に
思
え
る

『
１
部
』
で
は
、
ス
マ
ホ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
・
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
の
解
説
、

『
2
部
』
で
は
、
ス
マ
ホ
の
安
心
・
安
全
な
使

い
方
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
講
師
よ
り
具

体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
2
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～

3
時
40
分

【
場
所
】
文
化
会
館
（
大
宇
陀
拾
生
）

【
対
象
】
保
護
者
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
ご
利

用
ま
た
は
ご
利
用
予
定
の
お
子
さ
ん

【
内
容
】

　
■
1
部
　
県
政
出
前
ト
ー
ク

　「
ス
マ
ホ
に
潜
む
危
険
性
に
つ
い
て
」

　
■
2
部
　
e
―
ネ
ッ
ト
安
心
講
座

　「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
安
全
な
使
い
方
」

【
そ
の
他
】

　
○
託
児
あ
り
（
無
料
・
要
事
前
予
約
）

【
申
し
込
み
】
2
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
問
へ

問
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務
局

生
涯
学
習
課
内
（
☎
82
・
３
９
７
5
／
IP
☎
88
・
９
３
６
４
）

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の

鍵
で
す
！

持
続
可
能
な
行
財
政

青
少
年
の
健
全
育
成

も
の
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
本
プ
ラ
ン
の
素
案
を
と
り
ま
と
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
、
み
な
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
今
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
　
　（
☎
82
・
５
６
２
４
／
IP
☎
88
・
９
０
９
２
）

ス
マ
ホ
安
心
安
全
講
演
会

　
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
は
明
日
の
ま
ち

を
担
う
青
少
年
の
育
成
と
環
境
づ
く
り
を
目
的

に
、
地
域
の
代
表
や
保
護
者
、
学
校
関
係
、
行

政
機
関
な
ど
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
で
は
、
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
に

潜
む
危
険
性
を
お
伝
え
し
、
そ
の
予
防
策
と
し

て
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
ル
ー

ル
を
決
め
る
な
ど
、
安
全
な
ス
マ
ホ
・
ケ
ー
タ

イ
の
使
い
方
を
保
護
者
の
み
な
さ
ん
と
お
子

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
学
習
す
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
・
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
社
会
全

体
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

政治家は選挙区内の人々に祝金や 祝品、
あいさつ状を出すことは禁止されています

問選挙管理委員会事務局（総務課内）
（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

便利なスマホ！

ルールづくりが

大切です！
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高
校
時
代
、「
人
に
負
け
な
い
一

芸
を
追
求
し
た
い
」
と
い
う

思
い
で
、
大
学
は
書
道
科
へ
進
む

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
当
初
は
「
日

展
」
が
最
大
の
目
標
で
し
た
。
し

か
し
、
日
展
に
入
選
す
る
度
に
、

新
た
な
山
や
次
々
と
未
知
な
も
の

が
現
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
お
か
げ
で
、
ま
だ
ま
だ
未
熟

だ
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
ゴ
ー
ル
と
思
っ
て
い
た

も
の
が
、
実
は
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
非
常
に
衝
撃
で

し
た
が
、
そ
れ
が
追
及
す
る
こ
と

の
「
厳
し
さ
」
で
あ
り
、「
道
」
な

の
か
な
ぁ
、
と
最
近
よ
う
や
く
分

か
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
自
分
に

と
っ
て
「
書
」
は
先
の
見
え
な
い

生
涯
通
し
て
進
む
べ
き
道
で
す
ね
。

今
、
文
化
協
会
で
は
文
化
を
通

し
た
人
の
交
流
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
上
下
関
係
な
く
お
互

い
で
教
え
学
び
合
う
場
を
作
っ
て

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
場
で
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
、
個
々

に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で
す
し
、

仲
間
と
交
流
し
、
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
11
月
に
は
、
多
く
の
仲
間
と
共

に
17
部
門
３
０
０
点
を
超
え
る
文

化
展
示
会
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
テ
ー
マ
は
「
宇
陀
市
輝
く

未
来
」。
プ
ロ
と
ア
マ
チ
ュ
ア
の
作

品
が
仲
良
く
並
ぶ
、
他
に
類
を
見

な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
私
の
夢
で
も
あ
り
、
ご
協
力
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
文
化
協
会
役
員

お
よ
び
会
員
の
み
な
さ
ま
に
は
深

く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
の
方
に
は
こ
う

い
っ
た
機
会
を
通
し
て
、
い
ろ
ん

な
作
品
に
触
れ
て
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

人
の
和
、
仲
間
の
輪
が
宝
で
す
。

創
作
を
通
し
、
市
が
み
ん
な

の
生
き
が
い
の
場
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み

ん
な
で
、
高
原
の
文
化
都
市 

宇
陀

市
の
文
化
活
動
を
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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宇
陀
市
文
化
協
会
会
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書
道
家

　
　
　
　
　
　
　
池
田
幸
子
さ
ん
　（
榛
原
あ
か
ね
台
）

今回５回目の入選となった
日展入選作品　巻子「花さ
そふ」の一部。４ｍもの大作。

み
な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
！

　宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
事
業
を
募
集
!!

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

【交付申請書の受付】
1月4日（水）～2月28日（火）

【書類審査】3 月上旬

【公開プレゼンテーション】
3 月 25日（土）〈予定〉

【補助金交付決定通知】
最終審査終了後、書面にて通知

【事業の実施】
4 月～平成 30年３月

【実施報告書の提出】
事業が終了次第

【補助金の交付】

◇補助金交付までの流れ◇

▼

▼

▼

▼

▼

▼

ホームページでは、これまでの報告書を公開

宇陀市�まちづくり応援

　
市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

１
月
4
日
（
水
）
～
２
月
28
日
（
火
）

【
対
象
】
次
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体

○
市
内
で
主
に
活
動
し
、
３
人
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
う
ち

半
数
以
上
が
市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
）

○
定
款
、
規
約
、
会
則
等
に
基
づ
い

て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

○
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

【
対
象
事
業
】
市
内
に
お
い
て
実
施

す
る
新
規
ま
た
既
存
事
業
拡
充
と

な
る
事
業
な
ど

○
産
業
・
も
の
づ
く
り
の
振
興

○
観
光
振
興
　

○
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
推
進
　

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生

涯
学
習
の
振
興
　

○
景
観
美
化
、
環
境
保
全
、
地
域
の

安
全
推
進
　

○
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
事
業

【
事
業
期
間
】

　
原
則
単
年
度
の
事
業
と
し
ま
す
。

※ 

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
年

限
度
で
対
象
に
な
る
場
合
あ
り
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　
補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
収
入
を
差
し
引
い
た
額

と
し
、
50
万
円
が
上
限
。

※ 

複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年

目
は
40
万
円
、
３
年
目
は
30
万
円

が
上
限
。

【
募
集
要
領
な
ど
】

　
詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
、

各
地
域
事
務
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

【
審
査
の
基
準
】
○
新
規
性 

○
公
益
性

○
必
要
性
　
○
実
現
性
　
○
発
展
性

【
事
業
の
公
表
】
事
業
団
体
名
・
代
表

者
・
事
業
内
容
は
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

※�

本
事
業
は
、
平
成
29
年
度
予
算
成

立
後
、
速
や
か
に
事
業
が
開
始
で

き
る
よ
う
事
前
に
募
集
手
続
き
を

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
算
に

伴
い
、
内
容
変
更
が
あ
り
得
る
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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